
○埼玉大学男女共同参画室講演会　参加者アンケート集計結果　（概要）
開催日：平成２６年１１月２８日（金）　講師：山崎美稀さん（(株)日立製作所日立研究所主任研究員・博士（工学））

◆参加者 

区分 参加者
教員 13
職員 6
学生 13
大学院生 7
その他 1
合計 40

◆職種等区分/性別 （アンケート回収）

区分 男性 女性 その他 計 回収率
教員 2 2 15% 0.1538462
職員 1 1 16% 0.1666667
学生 3 5 8 61% 0.6153846
大学院生 5 4 9 129% 1.2857143
その他 1 1 0%
合計 12 9 0 21 53% 0.525

◆本日の講演会については、何でお知りになりましたか。（複数回答あり）

ポスター 3
チラシ 5
HP
同僚・友人からの情報 1
教員からの宣伝 10
その他 1

◆今後、男女共同参画室講演会で話しを聞いてみたいという方のリクエスト

特になし

◆男女共同参画室への要望、今後取り組むべきだと思う内容について（複数回答）

男女の機会均等の実現 4
男女共同参画の視点に立った、制度・慣行の見直し、意識改革の推進 10
就労・就学と家庭生活との両立支援 10
政策・方針決定過程への女性の参画の拡大 4
男女共同参画を推進する教育・研究の充実 5
男女共同参画の視点からの学内の実態調査・分析及び情報の提供 2
苦情申し立て、救済システムの整備 2
その他

◆本日の講演会についての感想（主なもの）

○世界の中で日本における男女共同参画がかなり進んでおらず驚いた。

○社会に出て行って、（リーダーにならなかったとしても）いろいろなことを受け入れ、さらに受け身になるだけ
　ではなく自分から周囲に発信していくことが重要だと感じた。

○自分で考えることが一番大切で夢を持って行動していこうと思いました。

○このような講演を聴くのが初めてでとても新鮮だと感じた。

○教育については自分が受けたものに男女差は感じなかった。
　同世代がどう思っているかはわからないが、制度が整っているのならば、やはりその制度を当然のように活用
　できる環境が整っていないことが女性の社会進出（キャリア形成）を阻んでいる要因ではないかと思う。

○国が制度を推奨しているとはいっても現実としてそれが難しい企業・組織は少なくない。

○政府や企業が女性リーダーの数に数値目標を決めることに疑問がありました。
　教育を充実させ、優秀な女性の母集団を増やす必要があるということに共感しました。

○女性が社会に進出していくために必要なことを明確に力強く説明していただけてとてもはげまされました。
　教えていただけたことを実行していくのは大変だと思いますが、1つの目標として頑張っていけたらいいと感じました。



○他の国の具体的な施策等、幅広い視点からお話していただけて大変興味深かったです。

○女性研究者の話を聞くのは、あまりなかったことなので新鮮でした。
　お子さんがいるのに研究を続けておられるのに驚きました。

○女子高校出身なので高校時代にこのようなお話を聞く機会が多くありましたが、大学ではあまり機会がなかったので
　久しぶりに女性の社会進出などについて考えられてよかったです。

○女性としていろいろなお話が聞けてよかったです。

○女性の方の講演を聴く機会がなかなかないので、とても貴重な時間になりました。
　今回の話で、自分の意識を発展させることができました。

○教育・環境というベースを整えれば意識は無意識になり男女がさらに同じ立場で社会で活躍できると思いました。

○自身の気持ち次第ということで参考になりました。

○教育が重要ということがわかりました。

○女性だからできることについてのお話がもっと詳しく聞きたかったです。
　また、科学技術分野に、なぜ女性の雇用が必要なのかお聞きしたいです。

○普段あまり考えることがなかったテーマだったので、これからの考えを深めていくとても良い機会になりました。


